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若手研究者活動支援制度助成金が今年からスタートします

公益財団法人国際エメックスセンターは調査・研究体制の強化を図るため、様々な取り組みをしています。その一
環として、令和２年度より若手研究者活動支援制度を設置し、閉鎖性海域の環境保全に資する研究に取り組む優れた
若手研究者を育成支援することとしました。
この制度を通じて、優秀な若手研究者を発掘して若手研究者間及びエメックスセンター研究員会議等とのネット

ワークを構築し、閉鎖性海域に関係する研究者の国際的な研究の発展をめざします。

令和２年度若手研究者活動支援制度助成金　採択決定 !

新たな制度で、なおかつ新型コロナ感染症対策のため事務局を閉鎖せざるを得ない状況であったにもかかわらず、
皆さまのご支援をいただきました結果、おかげさまで 11 件の申請がありました。Web 会議にて５月 19 日（火）に
開催した研究員会議において厳正な選考が行われ、助成対象研究者として４名が決定しました。
【申 請 期 間】　令和２年４月１日㈬ 10 時～令和２年４月 30 日㈭
【募集テーマ】　研究プロジェクトのメインテーマ「豊かな沿岸海域生態系のあるべき姿を明確にする」
【サブテーマ】　①�ダムを含む河川からの砂・栄養物質供給の歴史的変遷と、その影響下にある沿岸生態系の変遷の関

係を明らかにする。
②�海岸・港湾堤防などの人工構造物や埋め立て、浚渫・海砂利採取などによる、浮遊・付着・底生生
物を含む物質循環動態の変化とその時系列変化を含め明らかにする。
③�養殖場のある海域とない海域の、浮遊・付着・底生生物を含む物質循環動態の違いを明らかにする。

【新型コロナウイルス感染拡大防止への対応について】
平素より本センター事業に対しまして、種々のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う、政府からの緊急事態宣言の発令及び兵庫県からの外出自粛
要請により、本センターにおきまして４月 16 日（木）～５月 18 日（月）まで事務局を閉鎖、職員はリモート
ワークで対応しました。
なお、今後も日々変化する状況に応じた取組を実施してまいります。
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「�有明海に流入する白川・緑川河口域において衰退した
二枚貝群集による水質浄化の歴史的変遷」

熊本県⽴⼤学　環境共⽣学部 ／ 環境共⽣学科環境資源学専攻

准教授　　⼩森⽥　智⼤
私は熊本県立大学環境共生学部に勤めている小森田　智大と申します。こ
のたび、EMECS センターの「令和２年度若手研究者活動支援制度助成金」に
表題の研究課題にて採択して頂きました。本助成金では、研究費を支給して
下さることに加えて、高名な先生方からのご指導を受ける機会も頂けるとの
ことで、私自身今後のキャリア形成に大きな一歩になると期待しております。
研究費を助成して下さったことに恥じぬよう、精進いたしますので今後とも
よろしくお願いします。
私は「どうすれば沿岸域で円滑な物質循環を築き、人間が持続的な生物生
産を利用できるようになるのか？」ということを大きなテーマとして研究を
しています。その中でも私の主なフィールドである有明海は日本最大級の砂
質干潟を有しており、その広大な干潟に生息する二枚貝群集は現地の基礎生
産物を消費し尽くすことが分かってきました。このように有明海の干潟には
まだまだ高い生産性があるものの、周知の通り漁獲対象のアサリやハマグリ
の漁獲量は軒並み低水準のままです。
現在はホトトギスガイと呼ばれる二枚貝の一種が優占しており、我々は干潟の能力を最大限に引き出せていません。
私は、「このような優占種の変化はいつから生じたのか？」、そして「二枚貝がもたらす重要な生態系サービスの１つ
である水質浄化能力は経時的に変化したのか？」ということに興味を持ち、本申請課題を着想しました。最終的には
有明海の砂質干潟を人間にとって活用しやすい生態系とするための具体策の提案が今後の目標です。今回、採択され
た研究課題では、熊本県が主体として蓄積してきた調査結果を解析するとともに、その結果を活かすために必要な干
潟の生産性に関する実験を行います。さらに、柱状堆積物に二枚貝の長期的な変化が履歴として残されているのかを
検証します。
　　　　　　

「�瀬戸内海の湾灘スケールの水・物質循環に�
及ぼす沿岸開発の影響評価」

⼤阪⼤学⼤学院　⼯学研究科 ／ 地球総合⼯学専攻

助　教　　中⾕　祐介

この度、令和２年度若手研究者活動支援助成に採択いただきました。瀬戸内海の湾灘スケールの水・物質循環に及
ぼす沿岸開発の影響評価」という研究課題に取り組んでいます。
①�自己紹介
1983 年生まれの京都市出身です。同志社高等学校を卒業後、大阪大学で土木工学を学びました。学部４年生で研
究室に配属されてから博士課程を修了するまでの６年間は、現在の上司である西田修三先生に師事し、大阪湾の水・
物質循環に関する研究に取り組みました。学位取得後は東京大学で１年間、瀬戸内海のイカナゴ漁を対象として漁業
管理に関する研究に従事しました。
2013 年４月に大阪大学に戻り、西田修三教授、入江政安准教授とともに３人体制で研究室を運営しています。現

若手研究者活動支援制度の助成対象
となった 4 名の方々をご紹介します。助成対象研究者のご紹介
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在は、湖沼‐河川・流域‐沿岸域までを研究対象に、現地調査や数値
解析、AI などを手法として、水環境に関する研究に広く取り組んでい
ます（図参照）。
②本研究課題について
瀬戸内海では海面の埋め立てや防波堤の建設に伴い、多くの地形改変が
行われてきました。防災、港湾整備、廃棄物処理のためには将来も沿岸開発
は避けられませんが、その水環境への影響を正しく理解した上で沿岸生態系
を管理していくことが重要です。地形改変による水環境への影響については、
事業周辺への影響に着目した港域スケールの評価が従来行われてきましたが、
実は湾灘スケールの影響については十分な評価はなされていません。しかし、
例えば大阪湾では、湾奥部の地形改変は港域スケールの水環境を局所的に
変化させるだけでなく、湾スケールの残差流系や水質構造、さらには隣接海域の潮流や物質収支にまで無視できない影響を及
ぼすことが最近分かってきました。本研究課題では、大阪湾で行ってきた検討を瀬戸内海全域に拡張し、地形改変が瀬戸内
海の水・物質循環に及ぼす影響を最先端の三次元数値モデルを用いて明らかすることを目的としています。
本研究で構築する数値モデルは、瀬戸内海が現在直面している様々な水環境問題（赤潮、貧酸素水塊、富栄養化、
貧栄養化、COD管理など）の機構解明や方策検討への利用も期待できます。本研究を出発点として、瀬戸内海の水
環境に関する研究を将来展開し、社会に役立つ成果・知見を示していきたいと考えています。
　　　　　　

「�養殖海域の底生生物による環境負荷低減効果に関する
研究」

東京⼤学   ⽣産技術研究所
⼤規模実験⾼度解析推進基盤 ／ 海洋⽣態系⼯学研究室

助　教　　吉⽥　毅郎

2013 年 3月に東京大学大学院新領域創成科学研究科海洋技術環
境学専攻にて博士（環境学）を取得、2016 年 8月より東京大学��生
産技術研究所にて助教として勤務している。海洋観測や海洋生物・
環境に関する研究に従事している。特に合成開口レーダを用いた海洋
環境観測、海洋再生可能エネルギーや養殖などの海洋利用に関する
環境影響評価を行っている。環境に調和した海洋利用を目指しており、
海洋と人類との共存共栄に向けた研究に取り組んでいる。
本研究概要としては、養殖海域の環境保全のため養殖海域の
底生生物による環境負荷低減効果に関する研究を行う。養殖は主に沿岸域で行われているが、養殖場は自家汚染（養
殖魚の排泄物や残餌によって周辺環境が悪化し、養殖魚の成長に負の影響を及ぼすこと）が生産性を低下させる可能
性を持つ。そこで本研究では、養殖場の底生生物によって養殖魚の排泄物を吸収させることによって、沿岸養殖場の
環境負荷を低減し生産性の低下リスクを抑制する効果を検討することを目的とする。本研究では、養殖海域を模擬し
た数値シミュレーションや実海域における簡易的な試験によって底生生物の環境改善効果を考察する。試行する養殖
場として、宮城県や岩手県のギンザケ養殖場を想定し、底生生物はナマコやギンポなどを対象とすることを検討して
いる。本研究では、これまでに使用してきた流れ場・生態系結合数値モデルをさらに改良し、実際にギンザケ養殖生
簀周辺の底生生物による影響を含めるように改良する。実海域試験については囲い網を生簀下に設置して底生生物に
よる環境負荷低減効果を検証することを検討している。また、既存のギンザケ生簀周辺において底生生物の効果を把
握するためには、底生生物のモニタリング技術の開発も必要となる。生簀周辺の底生生物の種類や数を把握すること
で、どのくらい養殖場の排泄物が吸収されているかを検討することができる。実海域において養殖場周辺の底生生物
のモニタリング手法について海底設置型水中カメラなどの基礎的な研究開発を行う。長期的に海底設置型水中カメラ
を設置することによって、生簀下に集まる底生生物をモニタリングすることが可能かどうか検討を行う。これらを通
じて、将来的に実際の養殖場で底生生物の影響を計測・把握するための基盤を形成することを目的とする。
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（内湾流域圏の水環境に関する研究）
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「�マグロ養殖場は有害赤潮の発生に寄与しているのか？」

国⽴研究開発法人⽔産研究・教育機構 ／ ⽔産技術研究所　 
環境・応⽤部⾨ ／ 環境保全部   有害・有毒藻類グループ

主任研究員　　北辻　さほ

このたび、若手研究助成対象に選んでいただき、感謝しております。
私は、国立研究開発法人水産研究・教育機構水産技術研究所において、赤
潮を研究する有害・有毒藻類グループに所属しております。一般に、有害赤
潮藻類の増殖や衰退に関わる環境要因には、捕食者や殺藻生物などの生物的
要因、栄養塩などの化学的要因、光、水温、塩分や風による集積などの物理
的要因が考えられますが（図１）、なかでも私は捕食者の影響を評価すること
を目的として研究を進めてきました。例えば、従属栄養性渦鞭毛藻に分類さ
れるヤコウチュウ（Noctilucascintillans）（図２）などによる摂食は、珪藻や
有害赤潮藻ブルームの衰退への影響や高密度化を防止するポテンシャルがあ
ることがわかってきました。
若手研究助成課題では、有害赤潮藻類の増殖に与える栄養塩の影響を解明
したいと考えております。近年、有害赤潮藻による養殖マグロへの被害が問
題となっており、多くの場合、それらの有害赤潮の原因種は渦鞭毛藻に分類
されるカレニア（Kareniamikimotoi）です（図２）。カレニアは遊泳運動によ
り夜間数十m下降するため、マグロ養殖場の水中だけでなく、海底由来の栄
養塩を利用すると考えられていますが、定量的な研究は進んでいません。また、本種は定期調査で監視されている溶
存無機態以外にも溶存有機態の窒素やリンを増殖のために利用することが知られていますが、それらのモニタリング
は行われていません。そこで本課題では大分県佐伯湾をモデル海域として、マグロ養殖場およびその他の定点におい
て底泥の栄養塩量や溶出量などの分布や季節変化および赤潮発生前後における海水中の溶存有機態を含む窒素やリン
の挙動を明らかにすることを目的としております。これにより、マグロ養殖場とカレニア赤潮発生との関係性を評価
するための基礎資料を得て、将来的にはマグロ養殖場における物質循環について明らかにしたいと考えております。
　　　　　　

☆今後の若手研究者活動支援制度スケジュール

今回の研究成果につきましては、公開成果発表会を令和３年４月開催で予定しています。
詳細が決まりましたら、ホームページ等でもお知らせいたします。ぜひ、ご参加ください。

また令和３年度も研究助成を続けてまいりますので、たくさんの若手研究者の皆さまにご応
募いただきますよう、よろしくお願いいたします。
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図2. ヤコウチュウ（Noctiluca scintillans）およびカレニア
（Karenia mikimotoi） 

Noctiluca scintillans Karenia mikimotoi 

図１

図２

令和２年度若⼿研究者活動⽀援制度スケジュール

公募開始 選考 契約⇒研究開始（４⽉に遡って助成⾦使⽤可） 研究終了 発表中間報告

第3回研究員会議
5/19【選考会】

2回⽬公募 審査

採択

【成果発表会】募集のお知らせ
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生まれは 1967 年、兵庫県芦屋市で、学位を取得するまで 28 年間過ごしました。大学院まで生
物工学と環境工学・化学を専門分野としており、海とは縁がありませんでした。1998 年に国立
環境研究所に入所して初めて東京湾で海洋調査を経験しました。以降、東京湾や東日本大震災
後の三陸沿岸内湾で、貧酸素水塊や底質環境を対象に調査研究を行ってきました。
エメックス会議にはこれまで数回しか参加していませんが、その存在は国内外の関係者に必
ずしもよく知られていないように思います。特に水産研究者において知名度が高くなく、また
事務局が神戸に在るためか、首都圏や東日本では存在が知られていないようです。現在、どの
国際的な枠組みや機関でも多組織との連携を強く模索しており、当方が毎年参加しています北太
平洋海洋科学機構（PICES）も、富山に事務局が在ります北西太平洋地域海行動計画（NOWPAP）

等との連携を強めています。今後は様々な学会や国際的枠組み・機関との幅広い連携の可能性について提言させて頂き、
エメックスセンターの存在を国内外の多くの関係者に知って頂くべく、微力ながらご協力させて頂きたいと考えておりま
す。よろしくお願いいたします。

国立環境研究所 地域環境研究センター 海洋環境研究室　　主任研究員　牧　　秀明

この度、広報アドバイザーを拝命しました内山雄介と申します。1998 年に東京工業大学にて
学位取得後、（国研）港湾空港技術研究所、米国カリフォルニア大学ロサンゼルス校等を経て
2011 年から神戸大学大学院工学研究科市民工学専攻に勤務しております。神戸に来てから今年
でちょうど 10 年目になります。もともとの専門は土木工学（海岸工学）ですが、早くから海洋
物理学や沿岸海洋学に携わり、特に３次元海洋流動シミュレーション技術の開発や運用を通じ
た、どちらかというと物理寄りの研究教育活動を長らく行っております。内湾に関係する研究
テーマとしては、瀬戸内海全体の流動や海洋生物のコネクティビティ、大阪湾での下水処理水
拡散、変わったところでは船舶ナビゲーションシステムの開発や鳴門の渦潮の発生メカニズム
解析などについて取り扱ってきました。大学教員ということで学生に近い立場にありますので、

沿岸環境問題等について、生徒・学生・若手研究者への啓蒙やアウトリーチ活動などを始めとした業務の支援をさせてい
ただきたいと思っています。どうぞよろしくお願い致します。

神戸大学大学院 工学研究科 市民工学専攻　　教　授　内山　雄介

みなさま、はじめまして。このたび広報アドバイザーに就任しました牧野と申します。
普段の私は３つの仕事に携わっています。１つは環境DNA。これはボトル１杯の水を汲むだ
けで、そこに棲む生物の情報を一度に検出する新しい手法です。2018 年には発見が難しい希少
なヒダサンショウウオについて、これまで報告のなかった地域でDNAが陽性となり、現地調査
によって新たな生息地を発見しました。
現地調査も私の仕事です。希少な生物や、希少な生物が棲める環境そのものを守ることを目
的に、渓流の源流域まで踏査し、水を汲みつつ調査活動を続けています。
社内のPC管理も私の仕事です。130台を一人で面倒見ています。ITを武器にコロナに負けず、
職員の快適な作業環境作りに取り組んでいます。エメックスセンターの元気な職員さんたちも

Web 会議などを活用しつつ活動を続けています。
私も元気に、そして知恵を絞って、みなさまにエメックスセンターの活動をより広く深く知っていただけるように、努
めさせて頂きますのでよろしくお願いします。

（公財）ひょうご環境創造協会 環境技術事業本部 環境調査課　　研究員　牧野　健一

2020 年４月より、各種の広報媒体の特性を活用した広報活動を積極的に推進し、国際エメックスセンター

の広報活動を活性化するため、当センター事務局に広報アドバイザーを設置することになりました。外部アド

バイザーとして、３名の方々にご協力いただくことになりましたのでご紹介いたします。

国際エメックスセンター　広報アドバイザー制度を導入
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事 務 局 か ら の お 知 ら せ

ご賛同いただけるみなさまのご協力、ご参加を心よりお待ちしています。また、みなさまのお近くの方にも是非、本会をご紹介ください。

《年会費》
団体会員　100,000 円
NGO団体　　30,000 円
個人会員　　10,000 円

《特典》
1　�当センターが主催または共催するシンポジウムセミナー等に優先的に参加することができます。
2　当センターが有する最新の情報の提供を受けることができます。
3　当センターが実施する調査研究プロジェクトの形成などに参加できます。

※入会を希望される方は、国際エメックスセンター事務局までお問い合わせください。

閉鎖性海域に関する研究や活動、会議、図書等の情報提供をお待ちしております。

公益財団法人 国際エメックスセンター
651-0073　神戸市中央区脇浜海岸通1丁目5番2号　人と防災未来センター�東館5F
　　　　　　��TEL : 078-252-0234　FAX:078-252-0404
　　　　　　��HP : http://www.emecs.or.jp　　E-mail : secret@emecs.or.jp

投 稿 募 集

編集・発行及び連絡先

第 13 回世界閉鎖性海域環境保全会議（EMECS13 会議）をイギリスに拠点を置くECSA（河口域・沿岸科学学会）
との共催により、EMECS13 － ECSA58 ジョイント会議として、本年９月にイギリス・ハル市にて開催するとご案
内しておりましたが、世界的なコロナウィルス感染症の拡大状況を鑑み、開催を 2021 年９月に延期させていただく
こととしました。ご参加を予定されていた方々にはご迷惑をおかけしまして、大変申し訳ございません。
新しいスケジュールは下記のとおりです。

１．期 間：2021 年９月６日㈪～ 10 日㈮�
２．場 所：イギリス　キングストン・アポン・ハル　ハル大学
３．各種期限：アブストラクト提出期限：2021 年４月９日㈮�
　　　　　　　��　　　　※既にご提出されている場合、再提出の必要はございません。

　　　　　　　　早期会議参加登録期限：2021 年６月 18 日㈮�
４．会議公式ウェブサイト（http://www.estuarinecoastalconference.com/）

詳しい情報は会議公式ウェブサイトにて随時お知らせいたします。研究者、沿岸域管理・計画関係者、政策担当者、
行政関係者、資源開発や環境保護活動に携わる方々等、皆様のご参加をお待ちしております。

2021 年９月にイギリスにて開催する第 13 回世界閉鎖性海域環境保全会議（EMECS13 会議）で開催する高校生・
大学生を対象とした「青少年環境教育交流セッション（Students�&�Schools�Partnership�Session）」の参加者を募集
しています。本プログラムではセッションへの参加を通して、将来の環境保全のリーダーの育成など環境教育の促進
を図ることとしています。募集課題、応募資格等は下記のとおりです。

１．募集課題数および募集人数
４課題（青少年環境教育交流セッションで発表）、１課題につき１名

２．課題内容
�瀬戸内海、日本海などの沿岸域またはその流域における環境に�
関する調査・研究、保全活動に関するもの

３．応募資格（一部抜粋）
⑴�会議開催時点（2021 年９月）において日本国内の高校生�
または大学に在学（予定を含む）であること。
⑵口頭発表およびポスター発表を英語で行うこと。

４．応募期限：2021 年１月 29 日㈮�

ハル大学構内

参加学生によるポスター発表
（EMECS12 会議）

EMECS13 会議延期のお知らせと今後のスケジュール

EMECS13 青少年環境教育交流セッション参加者募集

詳しい募集要項等につきましては国際エメックスセンター
ウェブサイト（https://www.emecs.or.jp/emecs13）で�
ご確認願います。多くの方々のご応募をお待ちしています。




